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TlInS2 は非常に興味ある光学特性を有しており，光学メモリーデバイスへの応用が可能である
1)．また，構造相転移を起こす物質であり，73℃以下ではコメンシュレート相となりタリウム原

子位置の変調が生じる 2), 3)．変調周期を明らかにするために様々な試みがなされてきたが，未だ

に解明されていない． 

本研究の目的は，近年強誘電体のドメインの自発分極を観測することにおいても利用されてい

る，走査型プローブ顕微鏡(SPM)の原子間力顕微鏡法(AFM)と表面電位顕微鏡法(KPFM)を用いて，

TlInS2 の表面形状と表面電位の測定を室温と低温で行い，低温での構造相転移後の自発分極状態

をナノスケールで直接観測することである． 

図１は (a)室温と(b)低温(161 C)での TlInS2結晶表面の AFM像と KPFM像である．AFM像に

おいては，室温時には 0.69 nmの凹凸，そして低温時には 2.37 nmの凹凸が確認された．(a)，(b)

の AFM像に残留水蒸気による氷の粒などの付着がなく，低温時にも結晶の表面の形状をカンチレ

バーが感知していると考えられる．また，KPFM像において，室温での表面の電位差の Peak-to-Peak

は 317 mVであり，低温での電位差の Peak-to-Peakは 360 mVであった．これは構造相転移の際に，

タリウム原子のナノ構造変調による影響の可能性があると考えられる．  
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図１AFM and KPFM images of TlInS2 at (a) room temperature and (b) low temperature (161 C) 
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